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【あげます】▶エプソンプリンターインク（PX-A550・
650とPX-V500・600・630）　▶手押し芝刈り機　
▶食器洗い機（ナショナル60SSJ-S、７～８年前のも
の新品）　▶シングルベッド（マット付き）
【ゆずって・有料】▶大和田中学校上下ジャージ

リサイクル・ガイド
消費生活センター　485-0559

●この欄のお問い合わせは消費生活センターへ。
受け付けは、土曜・日曜日・祝日を除く午前８時30
分～午後５時まで（午後４時～５時は 483-1151
へ）。交渉は当事者間で行い、結果は必ず同センター
に報告してください
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八千代市イメージキャラクター「やっち」

　６月23日、消防団消防操法大会が総合運動公園多
目的広場で行われました。
　競技はホース延長や放水の構えなど、決められた
一連の動作についてタイム、正確性、礼節を総合的
に判断して競われます。今年は６つの分団が日頃の
訓練の成果を披露し、第８分団が優勝しました。同
分団は、６月30日に千葉市で開催された千葉支部大
会に出場しました。

　６月15日、電動車椅子サッカー大会が市民体育館
で開催されました。“足を使わないサッカー”と言わ
れるこの競技は、車椅子の前面に付けたフットガー
ドで直径32.5センチメートルのボールを操る、障害
や年齢、性別に関係なく楽しめるスポーツです。
　“ゆっくり、いっしょに、たのしく”を目標に平成
21年にスタートしたこの大会は今年で５回目。市内
チーム「クローバーズ」と船橋市の「ウイニングフ
ェニックス」の２チームが対戦したほか、障害のな
い人との交流試合も行われました。市内中学校のサ
ッカー部員が応援団として観戦するのもこの大会の
特徴の一つ。 「みんなの応援が選手たちの励みにな
る。こんなに盛り上がる大会は珍しいんですよ」と
大会を運営する吉野真里子さん。鮮やかにシュート
が決まると敵も味方もなく「ナイスシュート」と応
援団の大きな歓声がわきました。

素早く、正確に、美しく

華麗にシュート

選択届け出は７月31日までに

プレーと応援で両校の絆を深める

▲今年は消防団の前身である消防組の結成から120
年目という節目の年

▲競技は４人一組で対戦します

▲約120人が参加し活発に話し合いが行われました

消防団消防操法大会を開催

５回目を迎えた電動車椅子サッカー大会

１％支援制度シンポジウムを八千代で開催

八千代中と八千代台西中が部活動交流戦
　八千代中学校と八千代台西中学校の部
活動交流戦が今年度初めて行われました。
これは５年目を迎えた“子どもサミット”
の一環としての試みで、八千代台地区に住
む中学生同士が、学校という垣根を超えて
一体感や絆を深めようと子どもたちが提
案し、実現したものです。
　６月22日、サッカーやテニス、バレー
ボールなど10種目の運動部生徒550人が
八千代台西中に集結。体育館とグラウン
ドに分かれ、白熱した試合を繰り広げま
した。自分たちの試合以外の時間は他の
競技を観戦するなど、プレーだけでなく応援でも両
校が交流しました。
　「他の競技を応援した後に自分の試合をしたのは
初めて。新鮮だったし、みんなが一つにまとまった

気がします」と生徒の一人。会場では小学校卒業以
来の再会もあり、あちこちで旧交を温める場面もあ
りました。最後は両校のエール交換で閉会し、お互
いの健闘をたたえ合いました。

▲開会式では両校の部長が集まり選手宣誓をしました

　６月29日、市民会館で１％支援制度のシンポジウムを開
催しました。基調講演やパネルディスカッションを通して、
市民、団体、行政それぞれの立場における制度の趣旨や活
用方法について考えたほか、支援対象団体による活動PR
も行われました。この日は、市民や活動団体の関係者だけ
でなく、全国で同様の制度を実施している自治体職員も参
加しました。
　皆さんが支援したい団体を選ぶ、「選択届け出」は７月31
日㈬まで受け付けています。詳しくは広報やちよ６月15日
号か、コミュニティ推進課 483-1151へ。


